
柴橋地区地域ワークショップのまとめ

【子育て・教育・人口減少（少子化）】

課　題 対　応　策
役割

(行政・協働・地域)
いつやるか

(短期・中期・長期)

・保育所での一時保育の拡充

・ファミリーサポートセンターの充実

・学級閉鎖のときなどに子どもを預けられる場所の整備

2
病児保育について
・利用するためのハードルが高く、受け入れ人数が少ないため、
利用したくても利用できない。

・病児保育施設の拡充 行政 短期

子どもの減少 ・他市町村からの移住者を増やす対応

・子ども３人以上で補助金

制服について ・自由に選べるようにする（私服も含め）

1種類しかない

教師になりたい人が少ない ・給料を増やす

魅力がない

中学校、小学校の統合問題

統合後どうなるのか不安 ※未まとめ 行政 中期

部活動のクラブ移行

空いた学校の利活用問題

少子化問題について 地域学習の機会を増やす 行政 中期

（学校が統合すると地域学習の機会が減る） 学区・地区の区割りの見直し 行政 中期

育児休暇を取りやすい環境の整備
（職場の雰囲気、休暇期間中のフォロー体制の確立）

協働 短期

【防災・道路・交通環境】

課　題 対　応　策
役割

(行政・協働・地域)
いつやるか

(短期・中期・長期)

1
災害時避難所について
・大雨発生時の（様々な年代層での）避難所が明確になっていな
い。

・災害時の避難所の明確化と周知徹底 行政 短期

・備蓄品整備のための予算確保

・備蓄品の管理方法等についての明確化

3 除雪について
・一部私道など除雪されない道路があり困っている。

・道路の状況を把握し、除雪に対する支援を行う 協働 短期

4 通学路について
・通学路にクマなどが出没する可能性があり危険である。

・安全に通学するための対策を講じる 行政 短期

通学路が危険 ・先を見通したインフラの整備

側溝に蓋が無い、街灯が少なく暗くて危険など ・人の流れを考えた道路の整備 行政 長期

除雪が不十分 ・雪を捨てる場所をもっと多くする必要

行政 中期

行政 中期

行政 短期4

5

6

7

8

2

防災備蓄品について
・備蓄品の種類、数量に係る基準及び管理方法が明確になってい

ない。
・備蓄品の地区毎のレベリングが明確になっていない。

協働 短期

5

6 行政 短期

1

一時保育等について
・予定なしの預け入れや母親のリフレッシュのための預け入れが

できないなど、利用しにくい。
・学級閉鎖のときなど預けられる場所がない。

行政 短期

3

放課後児童クラブについて
・入りたくても入れない。

・クラブの選択肢がない。
・低学年の希望者を受け入れるため、高学年の利用者がやめなけ
ればならない。

・放課後児童クラブの増設 協働 長期
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交通の便が悪い
・交通手段の選択肢を増やし、利便性を上げる
　（循環バス、デマンドタクシー）

公共交通機関での周辺へのアクセスが少ない 行政 短期

高齢者が免許を返納できないような環境

防災無線が聞き取りにくい ・各自宅における防災無線やタブレットなどを配布

（全域に届くスピーカー等の増設の意見あり）

防犯カメラが必要 ・防犯カメラの設置（増やす）

（クマが怖い）

駐車場、駐輪場のスペースがなく、柴橋駅 駐車場、駐輪場の整備だけでなく、看板、街灯、歩道の

が利用しづらい 整備も一体的に行い、利用しやすくする 行政 短期

（JRに用地拡張を要請する等の意見あり）

豪雨災害などが増えてきているので、防災意識の向上さ
せる

多くの人が参加できる防災イベント、教材（動画等）の実施

災害時に使用する防災用名簿の運用 ITを活用した名簿管理

生活に不便なので公共交通機関の充実させる 柴橋に循環バスを開通 協働 短期

左沢線の営業継続 協働 中期

除雪された雪で道路が狭い 市や県で排雪作業を実施

道路街灯が少なく、危険である 街路灯の整備、増設

（落衣～柴橋小学校）

通学路に危険箇所が多い 危険な箇所をピックアップし整備

（柴橋～金谷（県道143号）の歩道の田んぼ側に転落防止柵がな
い）

（ガードレール・歩道設置・カーブミラー・外灯等）

（木の沢～金谷の通学路に歩道が無く危険） 行政 短期

（柴橋寺付近の交差点が見通しが悪い）

（中郷7の北側の路肩が崩落している）

【医療】

課　題 対　応　策
役割

(行政・協働・地域)
いつやるか

(短期・中期・長期)

医療機関について
・小児科を受診したくても予約がすぐにうまってしまう。

・小児科がすごく混んでいる。
・小児科を受診する際の選択肢が少ない。
・休日に診てもらえる小児科がない。

・小児科医院の誘致
・小児科の休日診療体制整備
（・新病院に関する意見あり）

協働 長期

・出産できる場所（産婦人科）が不足している。 ・産婦人科医院の誘致 協働 長期

医療機関が少ない
開業医や後継者の医師への助成金制度を設け、医療機関を誘
致する

（小児科、外科、産婦人科、耳鼻科、皮膚科など）

（困ったときすぐ受診できない）

市の人間ドックの検査項目が少ない 対象項目を増やす

行政 短期

協働 短期

協働 短期

行政 短期

協働 中期

地域 短期

行政 短期

9

10

11

12

13

14

15

16

1

2

3

7

8 行政 短期
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【農業】

課　題 対　応　策
役割

(行政・協働・地域)
いつやるか

(短期・中期・長期)

・若い人たちが農業に参入しやすいように補助金金制度など
手厚い支援を行う（農地整備に関する意見あり）

行政 短期

・作物のブランド化を図る 協働 短期

・寒河江に移住して就農する人を増やす。 ・空き家の活用を推進する

・家賃補助制度の創設

・農業実習及び研修先の確保

・農業機械のレンタルができるようにする

・都市部へのＰＲ活動

2
新規就農における個人負担について
・新規就農する際には、機械だけでなく小屋やトラックなども必
要となり負担が大きい。

・新規就農者に対する支援の強化 協働 短期

3
農機具の貸し借りについて
・個人で農機具を所有できない場合、貸し借りができればいいと
思うが難しい。

・貸し借りしやすい仕組みづくり 協働 短期

4 農家同士の交流・情報共有について
・農家同士の交流が少なく、情報共有が図れていない。

・アプリを活用するなどして、ソフト・ハード両面で交流で
きる場や情報共有できる仕組みをつくる

協働 短期

5
耕作放棄地について
・後継者不足などにより耕作放棄地が増えている状況があるが、
活用方法がわからない。

・さくらんぼに代わる別作物への転換を図る取組を行う（他
の自治体の取組を参考にする）

協働 短期

6
「さくらんぼ」から新たな作物へのシンボル転換につい
て

・米、野菜、穀物、肉、(さくらんぼ以外の)果物など豊富な
素材(活用)

協働 短期

農家の衰退 ・農産物の販売等に対する支援

儲からない ・地域や町内会単位での産直 協働 中期

・さくらんぼからの脱却

離農者が増えているため、耕作放棄地が増えている 新規就農者と離農者をマッチングする「畑の不動産屋」

のようなものをつくる。また、ネット上だけではなく、 協働 中期

掲示板といったアナログなものも活用する

農業従事者の高齢化により耕作放棄地が増加 新規就農への助成の条件を緩和し、サポートを手厚くする 協働 中期

（美しい田園風景の維持） 農業法人化への充実したサポート 協働 中期

【地域づくり（コミュニティ・飛地）・生活（住居・空き家）・人口減少（高齢化）】

課　題 対　応　策
役割

(行政・協働・地域)
いつやるか

(短期・中期・長期)

1

地域役員のなり手不足と祭りの継承について
・少子高齢化により、役員等のなり手がいない。
・少子高齢化により、地域のお祭りを継承していく事が困難に
なってきている。

・必要最小限の人数で対応可能な組織体制や事業内容の見直
しを行う
　（東西別などの統合の意見あり）

地域 中期

2 地域における交流について
・地域内でのコミュニケーションが減少している。

・お茶のみサロン的な誰もが集える場所をつくる 協働 中期

高齢者世帯の増加 ・高齢者が気軽に集える場所の確保（公民館など）

独居者の増

飛地問題について
・手続きや学校など煩わしい問題が多い。

・問題が解消される対策を検討（市町の統合などの意見あ
り）

協働
（行政）

長期

（飛地問題） ・寒河江市と大江町が解決に向けて協議を進める 行政 長期

近所づきあいについて ・地域のかかわりが増えるような話し合いが必要

隣組同士のコミュニケーションが少ない 地域 中期

地域のお祭り等が衰退している

協働 短期

中期

7

8

協働

9

3

4

5

1

農業従事者の減少について
・後継者が不足している。
・農業で生計を立てることが難しく魅力がないため、若者の就農
者がいない。
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公民館の活用について
・交流を増やすため、みんなが参加したくなる内容の
　イベントの企画

・交流企画等に対する補助金

空き家が多い
・空き家となる際に、所有者や近隣住民にその後の方向性や
解決策（ガイドライン）を示す

防犯上の問題、倒壊の危険性

（高齢化や人口減少により空き家が増えてき 空き家情報登録制度に登録されずに放置されないように、

ているため、火災のリスクや治安及び住環 「空き家活用推進チーム」のような組織を設置し、県内

境が悪化している） 市町村と連携してマッチングサイト等を通じて移住者の 協働 短期

方を引きつける対策等、自治体と関係者が一体となって

活用策を考える仕組みづくりをする。

（空き家の増加）
空き家の相続者が寒河江市民ではない場合も増えてきている
ので、取壊しの助成対象者を市外の人にも拡充

協働 長期

空き家バンクの登録をシンプルにして登録件数を増やす 協働 長期

農地を宅地に出来ない ※未まとめ

手続きが大変

アパートが増えている ※未まとめ

地域に活力がない 自分で作った農作物やハンドメイド等を販売する

「軽トラ朝市」を開催する。

地域内でのコミュニケーション不足 公民館でできるファミリーサポート制度（Wi-Fiの設置） 協働 短期

（どこに誰が住んでいるのか分からない）
世帯の構成員まで分かる名簿を区長や町会長と共有
（敬老者、入学者、災害対応時に）

行政 短期

（世代間での情報伝達手段の違いがある）
高齢者がコミュニケーションを取りやすい環境づくり（補聴
器等に補助金など）

行政 短期

デジタル技術を応用して情報共有する 行政 短期

地域活動の負担 市の上部団体の体制を見直し、負担を減らす
（二つの団体を一つにまとめるなど）

地域 中期

（消防団員の担い手不足） 消防団の待遇改善（参加世帯への協力金） 行政 短期

（町内会・区役員の担い手不足）

整地について 管理者に木の管理（落ち葉も含む）を実施する呼びかけ 行政 短期

（河川沿いの樹木が大きくなりすぎ、水路の維持管理） 水路の環境保全に取り組み、ホタルが住める環境づくり 協働 中期

【商（工）業・観光（文化）】

課　題 対　応　策
役割

(行政・協働・地域)
いつやるか

(短期・中期・長期)

・テナントスペースの無料貸し出し

・遊べる場所や美術館などを整備し、魅力的な施設にする

・屋外にも遊具設置

・温泉施設をつくる

3
観光施設や中高生の遊び場について
・観光地となるような施設が小さい。
・中高生が遊べる場所がない。

・カラオケ店、ゲームセンターなどの娯楽施設の誘致
・文房具店、本屋などの誘致
・複合商業施設を誘致する

協働 中期

近所に買い物できるところがない ・移動スーパーが来ることによって、近所の人々が集まる

※交通のところから移動させた

魅力的な商業施設が少ない ・家族でお出かけができるような場所を整備

働く場所が少ない ・大小にかかわらず企業をたくさん誘致

有名・好条件の企業が少ない ・ＵＩＪターンしたくなるような情報などの資料が少ない

若者や子供が集まる場所が少ない 大型企業を誘致する

（アミューズメント施設や遊具が充実した公園）

7

8

9

10

行政

協働 長期

地域 短期

行政 長期

11

12

13

行政 短期

長期

協働 短期

協働 短期

行政 中期

行政 長期

5

6

7

6

1
フローラ・ＳＡＧＡＥについて
・テナントが少なく、学習室の利用者も少なくて有効活用されて
いない。

行政 長期

2
クラッピンサガエについて

行政 短期

4
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